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４
番
目
に
開
拓
が
着

手
さ
れ
た
の
が
こ
の「
豊

四
季
」で
す
。四
季
を
通

し
て
豊
か
な
実
り
を
と

の
願
い
か
ら
、そ
の
地
名

が
付
け
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
駅
か
ら
徒
歩
5

分
の
場
所
に
あ
り
、地
域

の
人
た
ち
が「
お
す
わ
さ

ま
」と
呼
び
親
し
ん
で
い

る
の
が「
諏
訪
神
社
」で
、

平
安
時
代
末
期
の
武
将
・

源
義
家（
八
幡
太
郎
）と

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

義
家
が「
後
三
年
の
役
」で
奥
州

追
討
に
向
か
う
際
こ
の
地
に
立
ち

寄
り
、諏
訪
神
社
に
武
運
を
祈
っ
て

征
途
に
つ
き
ま
し
た
。戦
勝
後
の

帰
路
、再
び
諏
訪
神
社
に
詣
で
、

人
々
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
と
も
に
、乗

馬
及
び
馬
具
を
献
じ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。境
内
に
は

そ
の
時
の
様
子
を
偲
ば
せ

る
義
家
の
銅
像
が
あ
り
ま

す
。

　

諏
訪
神
社
南
東
に
は

「
鞍
掛
」と
い
う
地
名
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

は
義
家
が
献
馬
の
際
に
鞍

を
掛
け
た
松
が
あ
っ
た
こ

と
が
由
来
の
よ
う
で
す
。

　
「
五
香
」の
由
来
は
５
番
目
に
開

拓
さ
れ
た
こ
と
と
、香
り
高
く
豊

か
な
土
地
に
な
る
よ
う
に
、と
い
う

願
い
を
込
め
た
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
ま
し
た
。現
在
で
は
、常
盤
平
団

地
や
牧
の
原
団
地
へ
の
最
寄
り
駅

と
し
て
多
く
の
乗
降
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。駅
の
近
く
を
立
体
交

差
す
る
県
道
２
８
１
号
線
は
、か

つ
て
銚
子
沖
や
九
十
九
里
周
辺
で

水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
高
瀬
舟

に
乗
せ
、利
根
川
を
経
由
し
て
江

戸
日
本
橋
に
運
ん
だ「
鮮
魚（
な
ま
）

街
道
」で
す
。

　

駅
か
ら
こ
の
道
を
15
分
ほ
ど
歩

く
と
、「
五
香
稲
荷
神
社
」が
あ
り

ま
す
。小
さ
な
社
で
す
が
、真
っ
赤

な
の
ぼ
り
旗
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
る
の
で
、探
す
に
は
た
や
す
い
で

し
ょ
う
。境
内
の
一
角
に
は
、大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
る
老
木
の
幹
が

あ
り
ま
す
。こ
の
木
は
開
拓
の
折

り
、記
念
樹
と
し
て
植
樹
さ
れ
た

も
の
の
一
部
で
す
が
、百
数
十
年
の

歴
史
の
流
れ
を
再
確
認
さ
せ
て
く

れ
る
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
す
。

五
香
稲
荷
神
社

開
墾
記
念
樹

　
「
六
実
」と
い
う
地

名
も「
六
番
目
に
開
か

れ
た
こ
と
」と「
実
を

結
ぶ
」と
い
う
縁
起
の

良
い
字
を
合
わ
せ
て

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
こ
は
幕

末
に
結
成
さ
れ
た
赤

報
隊
隊
士
・
渋
谷
総

司
生
誕
の
地
。赤
報
隊

と
は
も
と
は
草
奔
隊
で
し
た
が
、

後
に
王
政
復
古
で
官
軍
と
な
っ
た

薩
摩
・
長
州
両
藩
を
中
心
に
し
た

新
政
府
の
東
山
道
鎮
撫
総
督
指
揮

下
の
一
部
隊
に
な
り
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
新
政
府
の
最
初
の
方
針
で
あ

る
年
貢
半
減
を
触
れ
回
っ
た
こ
と

が
、そ
の
実
行
が
難
し
い
と
判
断

し
た
新
政
府
の
中
で
問
題
と
な

り
、偽
官
軍
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、

渋
谷
ら
は
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。歳
月
を
経
て
復
権
運
動
が
行

わ
れ
、１
９
２
８
年（
昭
和
3
年
）、

渋
谷
総
司
に
は
従
五
位
が
追
贈
さ

れ
る
な
ど
彼
ら
の
名
誉
は
回
復
さ

れ
ま
し
た
。

　

駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
宝
泉
院
に
は
、そ
ん
な
時

代
に
翻
弄
さ
れ
た
渋
谷
総
司
の
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
さ
ら

に
5
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る

佐
津
間
自
治
会
館
の
一
室
に
は
、渋

谷
総
司
資
料
室
と
し
て
、総
司
ゆ

か
り
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す（
毎
週
火
・
土
曜
日
の
10

時
〜
15
時
の
み
公
開
）。

クイズ
②

義
家
の
献
馬
の
様
子
を
表
し
た

銅
像
の
タ
イ
ト
ル
は「
○
○
献
馬
」

周辺の立ち寄りスポット
●正満寺（浄土真宗本願寺派）

周辺の立ち寄りスポット
●常盤平さくら通り（日本の道100選）

周辺の立ち寄りスポット
●六高台さくら通り（花見）
●髙龗神社（開墾百年記念碑）
●六実稲荷神社（開墾記念樹）
●火の見やぐら（防災のシンボル）
●古代布きもの美術館（きもの資料館）
●海上自衛隊下総航空基地（飛行場）

明
治
の
開
拓
と
地
名
の
由
来

クイズ
③

《
3
択
ク
イ
ズ
》

五
香
稲
荷
神
社
に
あ
る

開
墾
記
念
樹
の
高
さ
は

❶ 

約 

1
m

❷ 

約 

2
m

❸ 

約 

3
m

開拓地名スタンプ
＆クイズラリー
開拓地名スタンプ
＆クイズラリー

スタンプを集めてクイズに答えて
ご当地グルメを！

香
駅

五
松戸市松戸市

豊

季
駅

四
柏市
・流山市柏市
・流山市

実
駅

六

松

戸市
・鎌ケ谷市

松

戸市
・鎌ケ谷市

「○○献馬」像

五香稲荷神社

宝泉院

宝泉院（渋谷総司の碑）渋谷総司資料室

開墾記念樹

諏
訪
神
社（
流
山
市
）

（
松
戸
市
）

宝
泉
院（
鎌
ケ
谷
市
）

（
渋
谷
総
司
の
碑
）

渋
谷
総
司
資
料
室（
鎌
ケ
谷
市
）

B賞B賞

A賞A賞

C賞C賞 新京成・東武
オリジナルクリアファイルセット………100名様

新京成賞：オリジナルグッズセット ……5名様
東武賞：東武百貨店船橋店厳選品 ……5名様

明治開拓の順番が名前として残る駅を訪ねて

新京成×東武新京成×東武

そ
う
だ
っ
た
の

か

東武アーバンパークライン

新京成線

松戸市松戸市

柏市・
流山市柏市・
流山市

松戸
市・鎌ケ谷市松戸
市・鎌ケ谷市

鎌ケ谷市鎌ケ谷市

船橋市船橋市

船橋市船橋市

　

か
つ
て
下
総
台
地
北
部
一
帯
は
、野
馬
の
暮
ら
す
荒
涼
た

る
原
野
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
な
る
と
、徳

川
幕
府
の
も
と
、放
牧
場
と
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
が
、幕
府

終
結
と
と
も
に
、「
牧
」も
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
2（
1
8
6
9
）年
、新
政
府
は
下
総
牧
の
開
拓
を

計
画
し
、東
京
府
に
開
墾
役
所（
の
ち
の
開
墾
局
）を
置
き
、

府
下
の
豪
商
を
奨
励
し
て
開
拓
会
社
を
設
立
さ
せ
ま
し

た
。そ
し
て
、職
を
失
っ
た
下
級
武
士
や
小
商
人
、小
農
の
次

三
男
た
ち
を
開
拓
移
民
と
し
て
集
め
入
植
さ
せ
ま
し
た
。

自
作
農
を
夢
見
て
こ
の
地
に
入
植
し
た
人
々
は
、明
治
4

年
の
段
階
で
6
千
人
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

さ
て
、入
植
地
は
以
前
は
幕
府
直
轄
の
牧
で
あ
っ
た
た
め

字
名
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。開
墾
局
知
事
北
島
秀
朝
は

開
拓
民
が
初
め
て
入
植
し
た
地
を
初
富（
は
つ
と
み
）と
命

名
し
、以
下
入
植
順
に
次
の
よ
う
な
十
三
の
地
名
を
付
け
ま

し
た
。

①
初
富（
は
つ
と
み
）、②
二
和（
ふ
た
わ
）、③
三
咲（
み
さ

き
）、④
豊
四
季（
と
よ
し
き
）、⑤
五
香（
ご
こ
う
）、⑥
六
実

（
む
つ
み
）、⑦
七
栄（
な
な
え
）、⑧
八
街（
や
ち
ま
た
）、⑨
九

美
上（
く
み
あ
げ
）、⑩
十
倉（
と
く
ら
）、⑪
十
余
一（
と
よ
い

ち
）、⑫
十
余
二（
と
よ
ふ
た
）、⑬
十
余
三（
と
よ
み
）

　

し
か
し
、開
拓
は
困
難
を
極
め
、入
植
者
は
激

減
。さ
ら
に
天
候
不
順
に
よ
る
連
年
の
凶
作

も
あ
っ
て
、下
総
台
地
開
拓
事
業
は

失
敗
に
終
わ
り
、明
治
5
年
に

開
拓
会
社
は
解
散
に
な

り
ま
す
。

解
散
後
、開
拓

地
の
管
理
者
は
東
京

府
か
ら
当
時
の
印
旛
県
に

移
行
し
、前
述
の
十
二
村（
五
香
と

六
実
は
合
併
）が
誕
生
し
ま
す
。残
っ
た
入

植
者
に
は
会
社
側
か
ら
5
反
5
畝
の
土
地
を
与

え
ら
れ
、自
作
農
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
々
、農
業
に
向
か
な
い
土
地
で
し
た
が
、わ
ず
か
に

残
っ
た
初
期
入
植
者
と
新
た
な
入
植
者
の
筆
舌
に
尽
く
し

が
た
い
努
力
が
報
わ
れ
、や
が
て
原
野
は
野
菜
や
梨
の
名

産
地
へ
と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

2014年

4月18日（金）

6月1日（日）

実施期間

主催／新京成電鉄株式会社・東武鉄道株式会社
後援／船橋市・鎌ケ谷市・松戸市・柏市・流山市
　　　松戸市観光協会・流山市観光協会

諏訪神社

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

鎌ケ谷市

柏市 流山市 松戸市 2名様2名様2名様

2名様
2名様船橋市

茂野製麺 佐久間あいすくりーむ工房

［手折りめん詰合せ］ ［ジェラート5個セット］

 やまと米菓 藤屋  富井
 ［3種類風味の詰め合わせ 28枚入］［藤屋特選和菓子セット］  ［戸定三楽（花）12個入］

ご当地グルメ
10名様

お手数ですが

必ず52円切手を

お貼りください

電話番号

お名前

フリガナ

年齢

ご職業

歳

性別 男　　女

ご住所

都
県

市　郡
区

最寄り駅 線 駅

東京都中央区日本橋富沢町4-10
京成日本橋富沢町ビル（株）京成エージェンシー

新京成×東武
開拓地名スタンプ＆クイズラリー 係行

1 0 3 0 0 0 6

●当選発表
応募締め切り後、厳正なる抽選のうえ当選者を決定し、賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
■ご注意
※賞品内容が変更になる場合もございます。※応募物の受付・受理の確認、返却はできません。※ご記入いた
だいた個人情報は、抽選、当選者様への賞品の発送、本件に関する諸連絡のみに利用させていただきます。※
お客様の個人情報をお客様の同意なしに業務委託先以外の第三者に開示・提供することはありません（法令等
により開示を求められた場合を除く）。

応募締切: 2014年6月2日（月） 必着　※当日消印有効
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東
武
ア
ー
バ
ン

パ
ー
ク
ラ
イ
ン

新
京
成
線

ロ
ー
ソ
ン

鎌ケ谷市役所

至
松
戸

至京成津田沼

G
S

ビッグ・エー

ショッピングプラザ鎌ヶ谷

す
し
一
幸

中
沢
貝
塚

初富
初富駅

貝柄山公園

下
総
小
金
中
野
牧
跡
の
捕
込

豊
四
季
駅 東武アーバンパークライン

至
大
宮

至
船
橋

正
満
寺

成願寺

デイリー
ヤマザキ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

関
川
商
店

矢
部
歯
科
医
院

豊四季駅入口

豊四季駅南口

豊四季駅

諏訪神社

六
実
駅

至大宮

至船橋

佐津間

六実駅

大宮神社

千葉銀行郵便局

なのはな
調剤薬局

セブン
イレブン

川久古代布
きもの美術館

寿司割烹
三角屋

宝泉院

渋谷総司
資料室

東
武
ア
ー
バ
ン

パ
ー
ク
ラ
イ
ン

六高台さくら通り
火の見やぐら
六実稲荷神社
髙龗神社

海
上
自
衛
隊

下
総
航
空
基
地

二
和
向
台
駅

三
咲
駅

新
京
成
線

至松戸

至京成津田沼

三咲駅

北
図
書
館

郵便局

常圓寺
ミニストップ

船
橋
二
和
病
院

三
咲
小

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

二和向台駅

星影神社

三
咲
稲
荷
神
社

ビッグ・エーファ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト

ロ
ー
ソ
ン

大穴北小
大穴北歯科

大
穴
県
営
住
宅

ヤ
オ
コ
ー

三咲小鳩
保育園

田中歯科医院

大島記念
嬉泉病院

船橋第一
自動車教習所

千
葉
県
立
船
橋
県
民
の
森

ふ
な
ば
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

五
香
駅

新
京
成
線

至
松
戸

至京成津田沼

五香十字路
五香駅

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

G
S

市立図書館分館善光寺

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

第四中

五香稲荷神社

→
野馬除
土手

五香公園

←
常
盤
平
さ
く
ら
通
り

281

　
下
総
台
地
北
部
・
旧
下
総
牧
開

拓
事
業
の
一
番
目
が
こ
こ「
初
富
」。

1
8
6
9
年（
明
治
2
年
）10
月
2

日
、下
総
国
開
墾
局
知
事
・
北
島
秀

朝
が
粟
野
村
で「
初
富
」と
い
う
地

名
を
公
式
に
宣
言
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。地
名
の
命
名
者
が

判
明
し
て
い
る
と
い
う
珍
し
い
例

で
す
。「
初
富
」と
い
う
名
前
に
は

「
一
番
始
め
に
開
拓
が
行
わ
れ
、富

み
栄
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
か
ら
10
分
ほ
ど
歩
く
と
、さ

ま
ざ
ま
な
樹
木
と
大
小
の
池
で
構

成
さ
れ
た「
貝
柄
山
公
園
」が
あ
り

ま
す
。隣
接
す
る
場
所
に
縄
文
時

代
後
期
の「
中
沢
貝
塚
」が
あ
り
、

そ
れ
が
名
前
の
由
来
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。公
園
内
に
は
野
馬
の
姿
を

模
し
た
馬
の
親
子
像
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
公
園
の
北
側
に
は
隣
接
し
て
、

江
戸
時
代
に
野
馬
を
集
め
て
捕
獲

選
別
す
る
野
馬
捕
り
を
行
っ
た
下

総
小
金
中
野
牧
跡〈
捕
込（
と
っ
こ

め
）跡
〉の
遺
構
も
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
2
番
目
の
開
拓
地
が
二
和
。二

和
で
は
1
8
6
9
年（
明
治
2
年
）

よ
り
3
陣
に
分
か
れ
て
入
植
が
行

な
わ
れ
、1
5
9
世
帯
・
5
4
8
人

が
移
住
し
ま
し
た
が
、開
拓
に
適

さ
な
い
土
地
柄
や
様
々
な
悪
条
件

が
重
な
り
、入
植
者
も
減
り
、開
拓

会
社
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。そ
の
開
拓
会
社
役
員
で
二
和

担
当
だ
っ
た
星
野
清
左
衛
門
は
開

拓
予
定
地
の
過
半
を
取
得
し
て
小

作
地
と
し
て
貸
し
出
し
、近
隣
農

村
の
次
・
三
男
が
借
り
受
け
て
農

地
を
広
げ
、わ
ず
か
に
残
っ
た
入

植
者
と
、周
辺
農
村
か
ら
移
住
し

た
人
々
に
よ
っ
て
畑
作
地
帯
を
築

き
上
げ
ま
し
た
。

　
二
和
向
台
駅
か
ら
住
宅
街
や

畑
、そ
れ
に
梨
園
な
ど
の
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
20
分
ほ
ど
歩
く
と

「
星
影
神
社
」が
あ
り
ま
す
。こ
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
社
名
は
、開
拓

の
功
労
者
・
星
野
清
左
衛
門
の
名

か
ら
取
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。境
内
に
は「
二
和
開
墾
百
年
」

を
記
念
し
た
碑
が
立
っ
て
い
ま

す
。こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
社
で
す

が
、明
治
３
年
に
稲
荷
神
を
祀
っ

て
以
来
、二
和
の
鎮
守
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

星
影
神
社（
船
橋
市
）

　「
三
番
目
に
咲
く
」と
書

く
、文
字
通
り
三
番
目
に
開

拓
さ
れ
た
地
域
で
す
。こ
こ

に
も
星
影
神
社
と
同
じ
く
、

開
拓
を
機
に
創
建
さ
れ
た

「
三
咲
稲
荷
神
社
」が
あ
り
ま

す
。境
内
に
は
、「
当
村
社
は

明
治
2
年
開
墾
創
業
し
五
穀

成
就
村
落
繁
栄
守
護
の
神
と

し
て
こ
の
地
に
鎮
祭
し
た
」

と
記
さ
れ
た「
三
咲
開
墾
百

年
記
念
碑
」が
あ
り
ま
す
。

　
三
咲
駅
前
を
南
北
に
走
る
県

道
を
北
に
向
か
え
ば
、お
よ
そ
20

分
で
参
道
入
口
に
到
着
し
ま
す
。

途
中
に
は
畑
や
梨
園
な
ど
が
あ

る
の
で
、風
景
を
楽
し
み
な
が
ら

の
散
策
が
味
わ
え
ま
す
。境
内
に

は
拝
殿
と
本
殿
の
ほ
か
に
石
狐

や
子
安
堂
、御
神
木
、新
四
国
八

十
八
ヶ
所
吉
橋
大
師
講
中
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
境
内
で
は
毎
年
夏
に
な
る
と

昔
な
が
ら
の
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。地
元
の
商
店
や
住

民
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、地
域
の
つ
な
が
り
の
核

に
な
る
、大
切
な
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

クイズ
①

貝
柄
山
公
園
に
あ
る

馬
の
親
子
の
像
は
全
部
で
○
体

初富駅 クイズ① 豊四季駅 クイズ② 五香駅 クイズ③

周辺の立ち寄りスポット
●初富稲荷神社（初富の総鎮守）
●鎌ケ谷市郷土資料館

周辺の立ち寄りスポット
●ふなばしアンデルセン公園
●千葉県立船橋県民の森（森林浴）

馬の親子の像 捕込（とっこめ）跡

星影神社

三咲稲荷神社 参道の石狐

道中の梨園

二和開墾百年記念碑

道中の風景

貝柄山公園

応募ハガキ応募ハガキ
■スタンプ■スタンプ

■クイズの答え■クイズの答え

新京成×東武新京成×東武

新京成線 初富駅新京成線 初富駅 新京成線 三咲駅新京成線 三咲駅

東武アーバンパークライン 豊四季駅東武アーバンパークライン 豊四季駅 東武アーバンパークライン 六実駅東武アーバンパークライン 六実駅

新京成線 二和向台駅新京成線 二和向台駅

新京成線 五香駅新京成線 五香駅

スタンプ設置駅は新京成線［初富］駅・［二和向台］駅・［三咲］
駅・［五香］駅と東武アーバンパークライン［豊四季］駅・［六
実］駅です。下記応募ハガキにスタンプを押してください。

賞
　
品

応
募
方
法

【A賞】
【B賞】

【C賞】

船橋、鎌ケ谷、松戸、柏、流山5市ご当地グルメ …………10名様

新京成・東武 オリジナルクリアファイルセット ………… 100名様

新京成賞：オリジナルグッズセット ……………………… 5名様
東武賞：東武百貨店船橋店厳選品 ……………………… 5名様

つくばエクスプレス線

鎌ヶ谷大仏

新鎌ヶ谷

柏

新柏

流山おおたかの森

増尾

北初富

鎌ケ谷

馬込沢

塚田

新船橋

船橋

くぬぎ山

元山

常盤平

八柱

逆井

高柳

みのり台

松戸新田

上本郷

松戸

滝不動

高根公団

高根木戸

北習志野

習志野

薬園台

前原

新津田沼
JR
総武線

京成本線

東葉高速線

北総線
成田スカイアクセス線

JR常磐線

至大宮

京成津田沼京成船橋

二和向台

初 富

五 香

豊四季

六 実

三 咲

JR武蔵野線

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

新
京
成
線

新
京
成
線

開拓地名スタンプ＆クイズラリー開拓地名スタンプ＆クイズラリー

スタンプを集める

本紙掲載の3つのクイズの答えを下記応募ハガキにご記入く
ださい。（無回答可）クイズに答える

必要事項をご記入の上、下記の応募ハガキを切り離してご郵
送ください（52円切手をお貼りください）。
応募締め切りは2014年6月2日（月）消印有効です。

集めたスタンプ数とクイズの正解数によって賞品が変わります。
【A賞】▶スタンプを6個集め、クイズに3問正解
【B賞】▶スタンプを6個集める
【C賞】▶スタンプを新京成線1個・東武アーバンパークライン1個集める

ハガキで応募

応募締め切り後、厳正なる抽選のうえ当選者を決定し、賞
品の発送をもって発表にかえさせていただきます。当選発表

I N F O R M AT I O N

東京近郊のベッドタウンを走行する路線としての都市間輸送、都心に向か
う通勤・通学路線との乗り換え駅を複数有する交通利便性の高い路線で
あり、一方で身近に自然を感じられる公園などが多く点在し、憩いのある
住みやすい路線でもあることから、“アーバン＝都市”と“パーク＝公園”を
組み合わせた造語で表現した
路線愛称名です。

2014年4月1日（火）より東武野田線を
路線愛称名「東武アーバンパークライン」
といたしました。 富

駅

初
鎌ケ谷市鎌ケ谷市

和
向
台
駅

船橋市船橋市

貝
柄
山
公
園（
鎌
ケ
谷
市
）

下
総
小
金
中
野
牧
跡（
鎌
ケ
谷
市
）

三
咲
稲
荷
神
社（
船
橋
市
）

船橋市船橋市

咲
駅
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